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FEATURE STORY 1

　いま米国のポートランドやシアトル
が新しい街づくりのモデルケースとし
て世界から注目されている。環境や
ソーシャルな視点を街づくりに導入
し、「グリーン・ネイバーフッド」とも呼
べる新しい思想が、街のさまざまな機
能に反映される。その最前線を追った。

（左上写真から時計回りで）　①ポートランド市では、毎日のように市内のどこかでファーマーズ・マーケットが開かれている。近郊農家の少女たちもイ
チゴやブルーベリーを売っていた　②ポートランド市中心部を横断する市街電車「MAX」　③ポートランド中心部の１区画をまるまる占める大型書店「パ
ウエルズ」は、新刊と中古書の両方を取り扱う複合型書店としては米国最大とされる　④ポートランド市中心部にある公園では家族連れが思い思いに過
ごす。「職住接近」の象徴でもある

持続可能な
報告： 米グリーン・ネイバーフッド

街づくり
オレゴン州

ワシントン州

ポートランド

シアトル
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（森  摂＝オルタナ編集長、吉田 広子＝副編集長）



15 NOV. 2015 NO.42

　

シ
ア
ト
ル
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の

両
市
が
こ
こ
数
年
、
環
境
や
健
康

に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
や
、
地
産

地
消
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
農

業
）な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば「
35
歳
以
下
の
人
に
最

も
住
み
や
す
い
街
」（
２
０
１
４

年
、
米V

ocativ.com

調
べ
）
の

第
１
位
は
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
、
第

４
位
は
シ
ア
ト
ル
だ
っ
た
。
二
つ

の
都
市
は
そ
の
他「
ベ
ス
ト
シ

テ
ィ
」「
住
み
や
す
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
」な
ど
米
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
の
常
連
だ
。

　

シ
ア
ト
ル
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の

一
帯
は
ハ
イ
テ
ク
企
業

が
多
く
集
積
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
シ
リ
コ
ン
・

フ
ォ
レ
ス
ト
」と
呼
ば
れ

る
。
ア
マ
ゾ
ン
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー（
シ

ア
ト
ル
市
）、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト（
レ
ド
モ
ン
ド

市
）、ナ
イ
キ（
ビ
ー
バ
ー

ト
ン
市
）
な
ど
名
だ
た

る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
育
て
た
地

域
と
し
て
も
有
名
だ
。

　

な
ぜ
、
こ
の
二
つ
の
街
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
米
国
が
こ
の
数
十

年
間
進
め
て
き
た「
20
世
紀
型
の

経
済
社
会
」、
す
な
わ
ち
大
量
生

産
・
大
量
消
費
や
自
動
車
優
先
社

会
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、
あ

る
い
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ（
も
う

一
つ
の
選
択
肢
）な
流
れ
を
見
て

取
れ
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の

ナ
ン
シ
ー
・
へ
イ
ル
ズ
教
授
に
よ
る

と
、「
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
は
、

世
界
規
模
の
チ
ェ
ー
ン
店
よ
り
も

「
20
分
圏
内
」で
働
き
、
暮
ら
す

地
元
の
店
を
愛
す
る
人
が
多
い
」。

大
型
の
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
よ
り

も
個
人
営
業
の
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
・

ス
ト
ア
を
尊
重
し
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
よ
り
も
地
元
の
小
さ
な
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
大
事
に
す
る
。

地
域
も
住
民
も
意
識
高
く

　

こ
の
一
帯
で
は
地
域
の
農
家
が

農
作
物
を
持
ち
寄
り
、
露
店
を
開

く「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
が
盛
ん
で
、
住
民
は
地
元
で

採
れ
た
作
物
を
大
切
に
す
る
。
い

わ
ば「
地
産
地
消
」の
原
型
だ
。
当

然
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物
の
比

率
も
高
い
。
そ
れ
は
意
識
の
高
い

都
市
住
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
米
国
の
有
機
認
証
リ
ン

ゴ
の
う
ち
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
生
産

が
８
割
以
上
で
、
他
州
を
大
き
く

引
き
離
す
。
耕
作
面
積
も
１
万

４
千
エ
ー
カ
ー
と
、
４
年
間
で
倍

増
し
た（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
リ
ン
ゴ

協
議
会
調
べ
）。

　

二
つ
の
都
市
で
は
自
転
車
や
Ｌ

Ｒ
Ｔ（
路
面
電
車
）
の
利
用
率
が

高
く
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
整

備
も
進
む
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
で

は
住
民
の
６
％
が
市
内
の
交
通
手

段
と
し
て
自
転
車
を
利
用
す
る

（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

へ
イ
ル
ズ
教
授
は「
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
は
、
意
図
的
に
欧
州
に
近
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
た
経
緯
が
あ

る
」と
解
説
す
る
。「
20
ミ
ニ
ッ
ツ

（
分
）・
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
」を
掲
げ
、

仕
事
も
買
い
物
も
ス
ポ
ー
ツ
も
徒

歩
20
分
圏
内
で
事
足
り
る
こ
と
を

目
指
し
た
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
通
勤
時

間
も
短
く
な
り
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
も
向
上
で
き
る
。

　

そ
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
も
、

１
９
５
０
年
代
に
は
自
動
車
の
交

通
量
が
増
え
、
深
刻
な
大
気
汚
染

に
悩
ま
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
70
年

代
に
市
内
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
）
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
20
ミ
ニ
ッ
ツ
・
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ

ド
」で
最
も
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
住
民
と
の
対
話
だ
そ
う
だ
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
公
園
が
多
い
の

も
、「
緑
が
ほ
し
い
」と
い
う
住
民

の
声
を
尊
重
し
た
結
果
だ
。

　

２
０
１
４
年
に
オ
レ
ゴ
ン
州
の

住
民
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ
る

と
、「
州
民
の
７
割
以
上
は
、
多
少

お
金
が
か
か
っ
て
も
環
境
問
題
に

配
慮
し
た
生
活
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
」こ
と
が
分
か
っ
た
。ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
も
、
シ
ア
ト
ル
も
、
環

境
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
を
支
え

て
い
る
の
は
高
い
住
民
の
意
識

だ
っ
た
。

◆

　

今
回
の
第
一
特
集
は
、
株
式
会

社
オ
ル
タ
ナ
が
主
催
し
た「
海
外

Ｃ
Ｓ
Ｒ
視
察
ツ
ア
ー
第
２
回
：
米

国
グ
リ
ー
ン
・
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
」

（
７
月
27
日
│
８
月
１
日
、
17
人
が

参
加
）の
報
告
で
す
。
当
社
主
催
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
視
察
ツ
ア
ー
の
第
１
回
は

英
国（
２
０
１
４
年
７
月
）で
、
今

後
も
毎
年
、
海
外
Ｃ
Ｓ
Ｒ
視
察
ツ

ア
ー
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

持続可能な街づくり
報告： 米グリーン・ネイバーフッド

ポートランド州立大学のナンシー・へイルズ教授

シアトルの廃棄物処理業者を見学する視察団
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私
は
２
０
０
８
年
、
米
国
オ
レ

ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
に
あ
る

パ
ー
ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
と
い
う

都
市
再
生
事
例
に
偶
然
出
会
っ

た
。
消
費
社
会
と
は
一
線
を
画
し

た
、
街
全
体
が
創
造
的
な
ム
ー
ド

を
持
つ
こ
の
街
に
妙
に
惹
か
れ

て
、
何
度
も
足
を
運
ん
だ
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
２
つ
あ
る
。
１
つ
は「
創
造
都

市
」、も
う
１
つ
は「
環
境
都
市
」だ
。

棚
作
り
か
ら
街
の
運
営
ま
で

　

な
ぜ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
創
造
的

な
の
か
。
そ
れ
は
、「
自
覚
し
た
」

（
自
治
意
識
の
あ
る
）市
民
が
自

分
た
ち
の
手
で
街
づ
く
り
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
創
造
性
と

は
、
著
名
な
建
築
家
に
ビ
ル
の
設

計
を
依
頼
し
た
り
、
美
術
館
を
誘

致
し
た
り
、
箱
物
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
。
家
の
内
装
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で

変
え
て
み
た
り
、
街
を
良
く
す
る

ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
り
と
、
棚

作
り
か
ら
街
の
運
営
ま
で
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
自
ら
実
践
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
、
エ
リ
ア

ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自

FEATURE STORY 1

治
組
織「
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
Ｎ
Ａ
）」が
あ

る
。
市
内
に
95
カ
所
の
組
織
が
あ

り
、
都
市
計
画
や
交
通
計
画
、
生

活
環
境
を
良
く
す
る
た
め
の
具
体

的
な
活
動
に
つ
い
て
、
毎
月
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
と

き
、「
な
ぜ
多
く
の
市
民
が
積
極

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る

の
か
」聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。返
っ

て
き
た
答
え
は
、「
会
議
に
参
加

す
れ
ば
、
自
分
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
か
ら
」。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
民
に
は「
や

れ
ば
で
き
る
」と
い
う
絶
対
的
な

　

長
く
倉
庫
街
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た「
パ
ー
ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト（
地
区
）」は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
る
ロ
フ
ト
エ
リ
ア
と
し
て
ま
ず
火
が
つ
き
、
今
で
は
全
米
を

代
表
す
る
都
市
再
生
地
区
へ
と
変
ぼ
う
を
遂
げ
た
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
が「
創
造
都
市
」

た
る
ゆ
え
ん
を『
グ
リ
ー
ン
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
』（
繊
研
新
聞
社
）の
著
書
で
あ
る
吹

田
良
平
さ
ん
に
聞
い
た
。�

（
聞
き
手
・
撮
影　

吉
田 

広
子
＝
オ
ル
タ
ナ
副
編
集
長
）

自
覚
し
た
市
民
が

「
創
造
都
市
」を
つ
く
る

ポートランドのパール地区

エ
ー
ス
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
人
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
カ
ウ
チ
で
思
い
お
も
い
の
時
間
を
過
ご
す
㊤　

部

屋
の
一
室「
＃
２
１
５
」が
朝
食
ル
ー
ム
に
。
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
で
は
、
焼
き
立

て
の
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
こ
だ
わ
っ
た
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド

な
ど
、
さ
り
げ
な
く
美
味
し
い
朝
食
を
味
わ
え
る

パ
ー
ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
。
倉
庫
街
だ
っ
た

エ
リ
ア
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
街
に
再
生

し
た
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応
が
起
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
く
な
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
街
づ
く
り

は
、
東
京
よ
り
も
む
し
ろ
地
方
都

市
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
だ
ろ

う
。「
地
方
創
生
」が
話
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
街
中
版
の
よ
う
に
、
よ
そ
も
の

を
街
の
中
心
地
に
連
れ
て
く
る
こ

と
で
さ
ざ
波
が
立
ち
、
街
が
創
造

的
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

（
談
）

成
功
体
験
が
根
付
い
て
い
る
。
そ

れ
は
米
国
が
車
社
会
に
進
ん
だ

１
９
６
０
年
か
ら
70
年
代
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
も
同
様
、
高
速
道
路
の

整
備
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
強
烈
な
反
対
運
動
が
起
こ

り
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

止
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
あ
る

高
速
道
路
ま
で
撤
去
し
た
の
だ
。

こ
う
し
て
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
民

は
、依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、街
の

自
治
は
自
分
た
ち
の
手
の
な
か
に

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

「
地
元
優
先
」の
精
神
根
付
く

　

も
う
一
つ
、「
環
境
都
市
」に
関

し
て
い
え
ば
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は

必
ず
し
も
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
省
エ
ネ
設
備
が
整
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
だ
が
、
常
に
米
科

学
雑
誌
に
よ
る「
全
米
で
最
も
環

境
に
配
慮
し
た
街
」の
上
位
に
選

ば
れ
て
い
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市

民
は
、
何
で
も「
ロ
ー

カ
ル
」（
地
元
産
）
を

好
む
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
毎
日

開
催
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
食
材
は
地
産

地
消
に
こ
だ
わ
る
し
、

地
元
の
コ
ー
ヒ
ー
店
、

地
ビ
ー
ル
、地
元
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
人
気
だ
。

　

２
０
０
６
年
、パ
ー

ル
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

近
く
に
誕
生
し
た

「
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｌ（
エ
ー
ス
ホ
テ

ル
）」
は
、
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
１
０
０
％

反
映
し
た
人
気
の
ホ
テ
ル
だ
。
約

１
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
古

い
建
物
を
改
装
し
、
地
元
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
部
屋
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
依
頼
し
、
オ
レ
ゴ
ン
産

リ
ネ
ン
な
ど
ロ
ー
カ
ル
な
材
料
に

こ
だ
わ
る
。
食
物
の
地
産
地
消
と

同
様
、
す
べ
て
に
対
し
て
、
地
元

の
素
材
、
地
元
の
才
能
を
優
先
す

る
と
い
う
意
識
が
表
れ
て
い
る
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
は
地
方
都
市

が
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の

秘
け
つ
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
観
光

都
市
と
い
っ
た「
商
業
的
」地
平

と
は
異
な
る
価
値
観
に
立
脚
し
て

い
る
の
だ
。
東
京
の
麻
痺
し
た
感

覚
で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
見
れ
ば
、

も
し
か
し
た
ら「
洗
練
さ
れ
て
い

な
い
」「
つ
ま
ら
な
い
」と
映
る
か

も
し
れ
な
い
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
消
費
者
と
し
て
の
目
線

で
街
を
受
け
止
め
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
消
費
す

る
快
楽
よ
り
も
、
創
造
す
る
快
楽

に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
大
企
業

と
い
え
ば
イ
ン
テ
ル
と
ナ
イ
キ
が

す
ぐ
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
以
外
の
ほ

と
ん
ど
は
50
人
以
下
の
中
小
企
業

だ
。
こ
れ
が
成
り
立
っ
て
い
る
の

は
、人
々
が
地
元
の
も
の
を
愛
し
、

域
内
で
経
済
が
循
環
し
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
地
元
の
も
の
を
好
き

に
な
れ
ば
、
そ
の
先
に
社
会
や
環

境
が
あ
り
、
自
然
に
環
境
共
生
的

な
考
え
に
な
っ
て
い
く
。
消
費
す

る
の
で
は
な
く
、「
創
造
都
市
」で

あ
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
な
）社
会「
環

境
都
市
」を
構
築
し
て
い
る
。

歩
き
や
す
い
街
づ
く
り

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
特
徴
と
し
て
、

「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」（
歩
き
や
す
い
）

が
あ
る
。
米
国
都
市
部
の
区
画
は

４
０
０
フ
ィ
ー
ト（
約
１
２
０
㍍
）

が
一
般
的
だ
が
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

は
そ
の
半
分
の
２
０
０
フ
ィ
ー
ト

（
約
60
㍍
）。
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
小
さ

く
角
を
増
や
す
こ
と
で
、
景
色
も

変
わ
り
、歩
く
の
が
楽
し
く
な
る
。

テ
ナ
ン
ト
も
増
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

機
会
も
増
え
る
。

　

街
づ
く
り
の
観
点
で
も
、
歩
き

や
す
い
と
い
う
こ
と
は
、
街
の
触

媒
化
に
つ
な
が
る
。
人
と
人
と
の

接
触
機
会
が
増
え
れ
ば
、
化
学
反

市
街
中
心
地
に
あ
る
広
場「
パ
イ
オ
ニ
ア
・
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ス

ク
ウ
ェ
ア
」で
。
子
ど
も
連
れ
の
家
族
な
ど
数
百
人
が
集
ま
る

な
か
、
金
曜
日
の
夜
９
時
か
ら
映
画「
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
」が
上
映
さ
れ

た
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
安
全
な
街
と
し
て
も
知
ら
れ
る
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